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イ
チ
ョ
ウ

ロ

一

ヤ

脇

物

証

田

東
京

ス
カ
イ

ツ
リ

ー
を
望
む
東
京

都
墨
田
区
の
飛
木
稲
荷
神
社
。
鳥
居

の
そ
ば

に
そ
び
え
る
大
イ
チ

ョ
ウ

の

前
に
今
年
６
月
、
１
枚
の
掲
示
板
が

立

て
ら
れ
た
。

な
　

　

延
焼
防
ぐ

「
身
代
わ
り
飛
木
の
焼
け
イ
チ

ョ

ウ
　
昭
和
２０
年

（
１
９
４
５
年

）
３

ち
が
助
か
り
ま
し
た

」

大
イ
チ

ョ
ウ
は
今
も
木
肌
が
黒
光

り
し
、
鼻
を
近
づ
け

る
と
か
す
か

に

焦
げ
た

に
お

い
が
す

る
。
樹
幹
は
旺

盛
に
業
を
茂
ら
せ
る
が
、
焼
け
た
傷

跡
は
６５
年
前
の
出
来
事
を
、
空

々
し

く
、
鮮
明

に
、
物
語

っ
て
い
た
。

掲
示
板
を
立

て
る

こ
と

に
決
め
た

の
は
地
域
の
氏

子
総
代
。
そ
の

一
人

で
、
こ
の
近
く

で
東
京
大
空
襲
を
経

験
し
た
富
田
明
さ
ん
（
８４

）は
、
イ
チ

ョ
ウ

の
存
在
を

こ
う
語

っ
た
。

「
黒

焦
げ
に
な
り
な
が
ら
、
数
年
後

に
奇

跡
的

に
茅
吹
い
た

こ
の
木
は
、
戦
争

を
生
き
抜

い
た
私
た
ち

の
心
の
よ
り

ど

こ
ろ
。
平
和
の
大
切
さ
を
教
え

て

く
れ
て
い
る
ん

で
す

」

現
在
、
境
内

に
は
、
大
イ
チ

ョ
ウ

の
ほ
か
、
「
本
の
イ
チ

ョ
ゥ
が
立

つ
。

そ
の
多
く
が
被
災
樹
木
。

社
務
所

に
は
、
今
よ
り
も
大
き
く

枝
を
伸
ば
し

て
立

つ
被
災
前
の
大
イ

チ

ョ
ウ

の
写
真
が
飾
ら
れ

て
い
る
。

宮
司
の
千
葉
元
さ
ん
（
６３

）は
ヽ

「
相

度

で
霞
う
よ
う
に
し

て
自
ら
傷
を
窺

や
し

て
い
る
姿

は
、

こ
れ
か
ら
先
も

無
言

で
当
時

の
修
状
を
語
り
伝
え

て

く
れ
る
で
し

ょ
う
」
と
語
る
。

か
，
か
　
復
興
の
芽

戦
争
の
語
り
部
が
高
齢
化
し
、
年

々
少
な
く
な

っ
て
い
く
中
、

「
声
な

き
生
き
証
人

」
と
し

て
、
被
災
樹
木

の
存
在
が
重
み
を
増
し
て
い
る
。
生

命
力
の
強
い
イ
チ

ョ
ウ
は
、
戦
災
の

傷
跡
を
刻
む
樹
木
が
各
地

に
残
る
。

そ

の
存
在
を
次
の
世
代

に
伝
え
る
取

り
組
み
が
進
ん

で
い
る
。

宇
都
宮
市
は
４５
年
７
月
１２
日
深
夜

か
ら
未
明
に
か
け

て
の
空
襲

で
、
市

衡
地
の
ほ
ぼ
半
分
を
焼
失
し
た

。
死

者
は
６
２
０
人
以
上
。
市
中
心
部

の

東
武
宇
都
宮
駅
近
く
に
あ
る
大
イ
チ

ョ
ウ
も
黒
焦
げ

に
な

っ
た
。
だ
が
、

翌
年
春

に
新
芽
を
吹
き
、
復
興
に
励

む
人

々
を
勇
気
づ
け
た

。

そ
の
「
戦
災
復
興
の
シ
ン
ポ
ル
」
を

守
り
伝
え
よ
う
と
、
Ａ
，
年
４
月
、
地
域

住
民
が

「
大

い
ち

ょ
う
を
守

る
地

域

振
興
会
」
を
発
定
さ
せ
た
。
５
月

に
は

イ

チ

ョ
ウ

葉

の

エ
キ

ス

入

り

焼

酎

「
宇
都

宮
　
大

い
ち

ょ
う

六

７
２

０

リミ

・朋

）
を
作

っ
た
。
価
格
は

１
１

０

０

円
。
う
ち
１

０
０

円
を
大

イ

チ

ョ

空
壊
で
残
け
た
当
時
の
宇
都
宮
市
の

大
イ
チ
ョ
ウ

（宇
都
打
市
提
供
）

ウ

の
保
全
に
活
用
す
る
と

い
う
。

近
く
の
宇
都
宮
市
立

一
条
中
学
校

は
２
０
０
９
年
度
か
ら
、
大
イ
チ

ョ

ウ
を
通
し
て
平
和
や
命
の
尊
さ
を
学

ぶ

「
大
い
ち

ょ
う
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

」

を
開
始
。
昨
秋
、
生
徒
が
大
イ
チ

ョ

ウ
の
ギ

ン
ナ

ン
約
１
０
０
０
個
を
拾

い
、
学
校

の
プ
ラ

ン
タ
ー
に
植

え
た
。

春

に
は
発
芽
。
育

っ
た
首
を
生
徒
自

身
が
市
民
ら

へ
配

っ
て
い
る
。

「
よ

み
が

え

っ
た

黒

こ
げ

の
イ

チ

ョ
ウ
」
な
ど

の
著
書
が
あ
り
、
被
災
樹

木

に

詳

し

い

唐

沢
孝

一
さ

ん

（
６７

）

は

、
「
被

災
樹

木
を

見
た
り

、
触

っ
た

り
し
て
五
感
を
研
き
澄
ま
せ
、
当
時

を
思

い
起

こ
し

て
み

て
下
さ

い
」
と

話
し

、
被
災

樹
木
が

た
く

ま

し
く
生

き
続
け
る

こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

を語

貯帥中ウ浄時味中囃水岐華鞠い　いい車″

た
。
そ
し
て
幸
い
に
も
多
く
の
人
た

幹の傷跡
「大
イ
チ
ョ
ウ
は
火
程
を
上
げ
て
琳
え
た
そ
う
で
す
　
と
黒
焦
げ
の
イ
チ
ョ

ウ
の
前
で
お
す
宮
司
の
子
薫
さ
ん

一央
【
　
職
問
に
の
代
木
柄
前
柳
社
で
）

ヤ 杉本目大撮影

メモ  イ チ ョウは長寿だ。厚い樹皮

と強い萌芽力があ り、耐火 性 ・防火性

も高い。東京  日 比谷公因にある通称
「首かけイチ ョウ Jは その生 命力の強

さを証明 している。明治時代、日比谷

通 りの拡張工事で切 りtrtlされる迎命だ

ったが、公園の設計者 本 多師六が「首
にかけてもJと 現在の場所へ移植 し、

根付いた。1971年 には、すぐ横のレス

トランが火事にな り、木も黒焦けにな
ったが生き延びた。老化 し隠朽 してい

るが、今も葉を茂らせる。


